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8月よりお世話になりました砂防堰堤工
事用道路がこのたび完成いたしました。
工事の際には、地元の皆様に大変ご不便
をおかけしましたが、苦情も無く、無事故
で終わらせることができました。これからも
地元の方々に喜んでもらえるような工事
を行っていきたいと思います。ご理解、ご
協力ありがとうございました。

現場代理人 田見 寛隆

新年あけましておめでとうございます
　　　　　　　　　　　　本年もよろしくお願い申し上げます。

天竜川直轄砂防発祥の地碑

10月より落合地先において老朽化したえん堤を改修する工事を行っています。現在のえ
ん堤は、上流からの水がえん堤の底面を抜けてしまうパイピング現象を起こしてしまってい
るため、地盤を水の抜けにくい土質へ変化させる地盤改良という特殊な工法を行いまし
た。今後は、コンクリートの打設を行ってきれいに生まれ変わらせていきます。工事中は御迷
惑をお掛けしますが、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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中川　豊　大鹿村村長

工期　平成19年9月14日～平成20年3月28日


